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Ⅰ．問　題
　身体像（body image）とは，「現在および
過去の知覚に基づいた自分自身の身体の概念
であり，われわれが心の中に形作る自分自身
の画像，つまり身体がわれわれにどう見える
か，自分の身体をどのように知覚しているの
か」を意味する（鈴木，1997）。身体像に関
連する個人差要因に注目した様々な研究が行
われている。その中でも自尊感情との関連を
検討した研究は比較的多い。山本・松井・山
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成（1982）は，自尊感情と自己の諸側面の
認知との関連を検討しており，自己の内面的
側面，対人的側面とならび外見的側面の重要
性を指摘している。特に女性では“容貌”は
自尊感情との関わりがかなり大きいもので
あった。身体的自己概念に特に注目して自
尊感情との関わりを示したモデルにFox & 
Corbin（1989）の多面的階層モデルがある。
このモデルでは，“運動能力”，“魅力的体型”，
“体力”，“体調”といった身体に関する自己
概念を想定している。蓑内（2010）や内田・
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participants were asked about (a) their cognition of their body image, 
(b) their body satisfaction, (c) their perception of their physiognomic 
features, (d) their satisfaction with their physiognomic features, 
and (e) their shyness. The main results of the investigation were as 
follows. (1) Shy participants perceived themselves as short in height, 
rough-skinned, small-breasted, big-hipped, short-legged, poor in 
terms of posture, disproportional, big-nosed, and burdened with thick 
eyebrows. (2) Shy female students were not satisfied with their body 
height, skin texture, leg shape, posture, physical proportions, weight, 
eyebrow thickness, and the size of their nose and mouth. These 
results were discussed in terms of the negative cognitive style of 
shyness in relation to body image.
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橋本（2007）はこのモデルを検討し，特に
“魅力的体型”の自己認知は全般的身体評価
に影響が強く，ひいては自尊感情へと影響し
ていくことを確認している。Koyuncu, Tok, 
Canpolat, & Catikkas（2010）は身体満足度
と自尊感情とで正の相関があることを，田場・
倉戸（1995）は身体満足度が高いほど自己
受容が高いことを，鍋谷・宮嶋・橋本（2014）
は自身の体格を太りすぎ・やや太めと評定し
ている者は普通と評定している者よりも自尊
感情が低いことを，それぞれ見いだしている。
牛田・山内・枡田（2000）は，身体像の評
価として全般的評価ではなく，個々の身体部
位を細かく分けて自尊感情との関連を検討し
ている。自尊感情の高い者はプロポーショ
ン，姿勢，肌のきめ，顔の大きさ，ヒップな
どの身体部位について高い自己評価を行って
いた。
　自尊感情以外の個人特性として，枡田・牛
田・永野（1992）と枡田・牛田・柴田（1993）
は，自己意識との関連について検討している。
私的自己意識はほとんど身体部位への意識に
関連しなかった。公的自己意識については，
公的自己意識の高い者は，プロポーション，
体型，髪型，顔の大きさ，腕の太さ，ウエス
ト，ヒップ，脚の長さなど多くの身体部位に
ついて意識が高かった。ただ身体部位への満
足度については公的自己意識の高い者の方が
低かった。金本・横沢・金本（2000）でも
公的自己意識の高い者は身体満足度が低いこ
とが確認されている。牛田他（2000）は独
自性欲求との関連も検討しているが，身体像
の自己評価に大きな影響はなかった。Tok, 
Tatar, & Morali（2010）は，ビッグファイ
ブ性格特性との関連を検討し，身体満足度が
高いほど，外向性，調和性，誠実性，開放性
は高く，神経症的傾向は低いという相関関係
を見いだしている。
　本研究では個人差要因として，シャイネス
を取り上げる。シャイネスは「他者から評価
されたり，評価されると予測したりすること
から生じる対人不安と行動の抑制という特
徴を持つ感情－行動症候群」である（Leary, 
1986）。シャイネスの高い人の特徴の1つに，
自己認知のネガティブなバイアスを生ずる
（栗林・相川，1995）ことが挙げられる。栗
林（2005）が，シャイネスと顔の特徴の自
己認知との関連について検討した結果，シャ
イな女性は，鼻が大きく，眉が細く，両目の
間隔が狭く，目尻が切れ込んでおらず，子ど
もっぽいという“大人として整った顔ではな
い”相貌であることを見いだした。また，シャ
イネスの高い者は自分の顔が嫌いで，特に女
性では自分の顔は魅力的でなく自信がないと
思っていた。
　身体像とシャイネスとの関連ではない
が， 対 人 不 安（social anxiety） と の 関 連
を検討した研究は行われている。Tarkhan, 
Esmaeilpour, & Tizdast（2013） は， 対 人
不安が低いほど，身体像が肯定的であるとい
う負の相関を見いだしている。金本他（2000）
でも対人不安の低い者は身体満足度が高いこ
とが確認されている。柴田（1990）は，実
験的に面接場面を設定し，身体満足度の低い
者は高い者よりも，面接中に不安や緊張を感
じていたことを明らかとした。特に同性との
面接で，身体満足度の低い者はより不安や
恥ずかしさを感じていた。山岸（2003）は，
対人恐怖傾向の高い者ほど身体像を小さく見
積もっていること確認している。
　本研究では女子大学生を対象に，顔だけで
はなく顔以外の身体像の認知とシャイネスと
の関連について検討する。身体像の認知につ
いては，牛田他（2000）に倣い個々の身体
部位を細分化して検討する。シャイネスの高
い者は，自分の身体像について否定的な自己
評価を行っていると予想される。
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Ⅱ．方　法
調査対象者：女子大学生118名。平均年齢
は19.86歳（SD＝0.82）であった。調査は
2018年10月，2019年4月に実施した。
質問紙の構成：性別・年齢などの基本的属性
の他，以下の尺度に回答させた。
① 身体像の認知：牛田他（2000）の身体に
対する認識度尺度から18項目を抜粋し，
SD法5段階で尋ねた。例えば，身長は「非
常に低い（1）」「やや低い（2）」「どちら
ともいえない（3）」「やや高い（4）」「非
常に高い（5）」の5段階となっている（各
項目の内容は表1を参照）。
② 顔の形態に対する認知：栗林（2005）で
使用した顔の認知尺度を参考に，目，鼻，
口の大きさなど顔の形態に関する6項目を
SD法5段階で尋ねた。
③ 身体像に対する満足度：①で挙げた身体の
部位毎の満足度を「非常に不満足（1）」〜
「非常に満足（5）」の5段階で尋ねた。
④ 顔の形態に対する満足度：②で挙げた顔の
部位毎の満足度を5段階で尋ねた。
⑤ シャイネス：相川（1991）の特性シャイネ
ス尺度16項目を，「全くあてはまらない（1）」
〜「非常にあてはまる（5）」の5段階で尋
ねた。
研究倫理審査：本研究は北星学園大学研究倫
理委員会の承認を得て行われた（18-研倫59
号）。
Ⅲ．結　果
1．身体像の認知とシャイネスとの関連
　身体部位それぞれの形態についての自己認
知とシャイネスとの関連を調べるためにピア
ソンの積率相関係数を求めた（表1）。その
結果，シャイネスの高い者ほど，「身長が低い（r
＝－.24，p＜.01）」「肌のきめが粗い（r＝－.31，
p＜.01）」「バストが小さい（r＝－.19，p＜.05）」
表２　身体像の満足度の平均値・
SDおよびシャイネスとの相関
平均値（SD）シャイネスとの相関
 1．身長 3.13（1.27） －.29＊＊
 2．体重 2.17（1.15） －.05
 3．顔の大きさ 2.44（1.14） －.08
 4．髪型 2.96（1.08） －.14
 5．肌のきめ 2.41（1.13） －.18＊
 6．背肩幅の広さ 2.82（1.20）       .05
 7．肩傾斜 3.03（1.11）       .02
 8．首の長さ 3.40（1.06） －.17
 9．バスト 2.53（1.15） －.16
10．ウエスト 2.40（1.19） －.03
11．ヒップ 2.12（1.03） －.01
12．腕の太さ 2.50（1.27）       .14
13．脚の長さ 2.26（1.15） －.16
14．脚の形 2.39（1.20） －.24＊＊
15．脚の太さ 1.81（0.96） －.14
16．姿勢 2.15（1.14） －.26＊＊
17．プロポーション 2.08（1.00） －.24＊＊
18．肥痩度 2.37（1.20） －.20＊
19．目の大きさ 2.48（1.26） －.13
20．二重まぶた 2.52（1.39）       .05
21．鼻の高さ 2.47（1.17） －.07
22．鼻の大きさ 2.47（1.18） －.32＊＊
23．眉の太さ 2.64（1.17） －.23＊
24．口の大きさ 2.94（1.08） －.28＊＊
※　＊p＜.05　＊＊p＜.01
表１　身体像の認知の平均値・SDおよびシャイネスとの相関
平均値（SD）シャイネスとの相関
 1．身長 低い － 高い 2.79（1.06） －.24＊＊
 2．体重 軽い － 重い 3.49（1.16）       .12
 3．顔の大きさ 小さい － 大きい 3.38（0.97）       .12
 4．髪型 ショート － ロング 3.38（1.20） －.08
 5．肌のきめ 粗い － 細かい 2.71（1.02） －.31＊＊
 6．背肩幅の広さ 狭い － 広い 3.36（0.94）       .09
 7．肩傾斜 なで肩 － いかり肩 2.64（1.03）       .00
 8．首の長さ 短い － 長い 2.96（0.89） －.12
 9．バスト 小さい － 大きい 2.66（1.33） －.19＊＊
10．ウエスト 細い － 太い 3.50（1.14）       .07
11．ヒップ 小さい － 大きい 3.90（0.97）       .21＊
12．腕の太さ 細い － 太い 3.49（1.19） －.11
13．脚の長さ 短い － 長い 2.43（1.05） －.24＊＊
14．脚の形 X脚 － O脚 3.42（1.00）       .02
15．脚の太さ 細い － 太い 3.97（1.09）       .16
16．姿勢 悪い － 良い 2.20（1.22） －.36＊＊
17．プロポーション 悪い － 良い 2.22（0.98） －.28＊＊
18．肥痩度 痩せている － 太っている 3.39（1.20）       .16
19．目の大きさ 小さい － 大きい 2.63（1.18） －.12
20．二重まぶた 一重 － 二重 3.04（1.52）       .13
21．鼻の高さ 低い － 高い 2.52（1.04） －.13
22．鼻の大きさ 小さい － 大きい 3.34（0.95）       .20＊
23．眉の太さ 細い － 太い 3.36（0.94）       .22＊
24．口の大きさ 小さい － 大きい 2.81（0.89）       .02
※　＊p＜.05　＊＊p＜.01
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「ヒップが大きい（r＝.21，p＜.05）」「脚が短
い（r＝－.24，p＜.01）」「姿勢が悪い（r＝－.36，
p＜.01）」「プロポーションが悪い（r＝－.28，
p＜.01）」と認知していた。
　また顔の形態の認知に着目すると，シャイ
ネスの高い者ほど「鼻が大きい（r＝.20，p
＜.05）」「眉が太い（r＝.22，p＜.05）」と認
知していた。
2．身体像の満足度とシャイネスとの関連
　身体部位それぞれの満足度とシャイネスと
の関連を調べるためにピアソンの積率相関係
数を求めた（表2）。その結果，シャイネスの
高い者ほど，「身長（r＝－.29，p＜.01）」「肌
のきめ（r＝－.18，p＜.05）」「脚の形（r＝－.24，
p＜.01）」「姿勢（r＝－.26，p＜.01）」「プロポー
ション（r＝－.24，p＜.01）」「肥満度（r＝－.20，
p＜.05）」について満足していないようである。
また顔の形態への満足度に着目すると，シャ
イネスの高い者ほど「鼻の大きさ（r＝－.32，
p＜.01）」「眉の太さ（r＝－.23，p＜.05）」「口
の大きさ（r＝－.28，p＜.01）」について満足
していないようである。
3． 身体像の認知のクラスターによるシャイ
ネスの違い
　身体像および顔の形態の認知24項目の得
点から自身の身体認知パターンを特定するた
めに，各項目の得点を平均0，分散1に標準
化した後に，Ward法によるクラスター分析
を行った。その結果，解釈可能性を考慮し4
つのクラスターを抽出した。標準化後の得点
を用いた各クラスターのパターンを図1に示
す。第1クラスターは，髪が長く，肌のきめ
が細かく，バストが大きく，脚が長く，姿勢
が良く，プロポーションが良く，鼻が小さ
く，眉が細いといった，いわゆる女性らしい
特徴が揃ったクラスターであり，“女性的体
型”と自身を認知している人といえよう。第
2クラスターは，体重が重く，顔が大きく，
肩幅が広く，ウエストが太く，ヒップが大き
く，腕や脚が太い，脚が短く，プロポーショ
ンが悪く，太っている，鼻が低く大きいなど
の特徴があり，“肥満体型”と認知している
人いえよう。第3クラスターは，身長は比較
的高く，体重はやや軽く，髪は短めで，いか
り肩で，首が長く，バストは小さい，鼻は高
図１　身体像の認知（標準化後）のクラスターパターン
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く，眉が太く，口は大きいといった特徴でボー
イッシュな“男性的体型”と認知している人
といえよう。第4クラスターは，体重が軽く，
顔が小さく，肩幅が狭く，なで肩で，バスト・
ウエスト・ヒップは小さく，腕や脚は細く，
痩せている，目は大きく二重，鼻は小さいと
いった特徴があり，“スリム体型”と認知し
ている人といえよう。
　クラスターによりシャイネス得点に違いが
あるのかを検討するために1要因の分散分析
を行った。その結果，クラスターの主効果が
有意であった（F（3,110）＝4.09，p＜.01，
η2p＝ .10）。Tukey法による多重比較の結果，
“女性的体型”と自己認知している者に比べ，
“肥満体型”“男性的体型”と自己認知してい
る者の方がシャイネス得点は高かった（表
3）。
Ⅳ．考　察
　本研究は，女子大学生を対象に身体像の認
知とシャイネスとの関連について検討した。
まず身体各部位の認知についてシャイネスと
相関が見られた項目は，「身長が低い」「肌の
きめが粗い」「バストが小さい」「ヒップが大
きい」「脚が短い」「姿勢が悪い」「プロポー
ションが悪い」であり，平均値を見ると牛田
他（2000）の結果と同様，本研究でも女子
大学生は自身の身体像に対する自己評価は全
体的に低いようである。これら相関が見られ
た項目は，若い女性にとって女性らしさをア
ピールする身体部位であり，シャイネスの高
い者はその部位をよりネガティブに捉えてい
ることが明らかとなった。顔の形態の認知に
着目すると，シャイネスの高い者ほど「鼻が
大きい」「眉が太い」と認知していた。これは，
栗林（2005）の結果と「鼻」は同様であったが，
「眉」は逆の相関となった。眉は時代により
好まれる太さが変化し，流行の基準を超えた
太さを恥ずかしいと感じたのかもしれない。
　次に身体像の満足度とシャイネスの関連に
ついては，シャイネスが高い者ほど，身長，
肌のきめ，脚の形，姿勢，プロポーション，
肥満度において満足していない。また顔の形
態への満足度に着目すると，シャイネスの高
い者ほど鼻の大きさ，眉の太さ，口の大きさ
について満足していないようである。身体像
の認知の結果と満足度の結果とで共通する部
位と共通しない部位がある。「バスト」「ヒッ
プ」「脚の長さ」といった部位については，シャ
イネスの高い者ほど自己評価が低かったが，
満足度については必ずしも相関するわけでは
なかった。相関がなかった背景には，シャイ
ネスの低い者も不満を感じていることが考え
られる。また「脚の形」「肥満度」「口の大きさ」
は，身体の認知では相関がなかったことから，
その形状に関わらず，シャイネスの高い者ほ
ど不満を感じやすくなっていた。自己認知と
満足度との関係性については，今後，詳細な
検討が必要であろう。
　さらに本研究では，身体の認知とシャイネ
スとの相関を各部位毎に検討した他に，今回
の参加者が自身の身体を全体としてどう捉え
ているのかについて分類も試みた。その結
果，女性らしいプロポーションである「女性
的体型」，身長が低く各部位が太い「肥満体
型」，身長が高く男性的特徴を持つ「男性的
体型」，痩せている「スリム体型」と認識し
ている者たちに分類できた。肥満体型や男性
的体型は，女性的体型に比べシャイネス得点
表３　クラスター別のシャイネス得点の平均値とSD
第1クラスター
女性的体型
（N＝26）
第2クラスター
肥満体型
（N＝37）
第3クラスター
男性的体型
（N＝36）
第4クラスター
スリム体型
（N＝15）
シャイネス
得点
45.12
（12.79）
55.62
（11.38）
54.83
（12.86）
51.80
（15.16）
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が高かった。この背景には，女性らしい体型
への願望があるだろう。柴田・野辺地（1991）
の研究では，男女ともに女らしさを表す身体
部位は，髪，顔全体，目，胸，腰，尻，脚で
あると評定しており，女性評定者においては
さらに体重，体型，手，足なども女らしい身
体部位に該当することが示されている。また
馬場・菅原（2000）や菅原（2004）によると，
女性の痩せたい身体部位として，顔，腹・下腹，
脚（太もも・ふくらはぎ），おしりが挙げら
れている。福屋（1996）は，女性と男性で
は身体理想像には相違があることを明らかに
している。女子大学生の理想像は「痩身」で
あるが，男子大学生からみた理想像の特徴は，
胸と腰が豊かで脚が長く，女性性が強調され
ていた。今回の参加者で「女性的体型」と自
己認知する者は，この理想の体型に近いため，
他者との関わりでシャイネスを感じにくい人
物であると考えられる。「肥満体型」と自己
認知する者は，この理想像からかけ離れた現
実像であり，他者の前でシャイネスが高まり
やすい人物と考えられる。「男性的体型」と
自己認知する者は，特に異性である男性の目
を気にしている可能性がある。福屋（1996）
では女性らしい体型が男性の理想であること
が示されており，女性らしくない体型を持つ
自分を認識して，シャイネスを自覚しやすく
なるのかもしれない。
　本研究の問題点として以下のようなことが
挙げられる。まず第1に本研究では，身長や
体重など実測値を尋ねてはいない。そのため
シャイネスの高い者は実際に身長などが低い
のか，あるいは低いと不当に歪めて認知して
いるのかについては曖昧である。また，今回
はシャイな人の身体像の自己認知のみ注目し
ており，他者からみた客観的な身体像の認知
と当人の主観的な身体像の認知のズレは検討
していない。実測値や他者認知との比較で自
己認知の歪みが検討できるであろう。第2に
今回の調査の対象者は，青年期の女性に限定
されていた。青年期に焦点を当てた研究に比
べ，中・老年期の老化プロセスに伴うボディ・
イメージの変化について検討した研究は少な
い（柴田，2003）。今後は，男性や青年期以
外の者にも対象を広げシャイネスとの関連を
検討したい。第3に，本研究ではシャイネス
と身体像の自己認知との関連を検討したが，
その影響過程は双方向的である。シャイネス
が身体像の認知を歪めることもあるが，逆に
身体像の否定的な認知がシャイネスを高めて
いることもあるだろう。ということは，ダイ
エットや美容整形などで「身体像そのもの」
を変化させたり，Cash & Strachan（2002）
の提案する認知行動療法で「身体像の認知」
を変化させたりすることで，シャイネスの低
減を図れるかもしれない。この点も今後検討
の余地があるだろう。
〔付記〕
※本研究の一部は，日本グループ・ダイナミッ
クス学会第66回大会で発表された。
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